
 

第 2１回世界石油会議モスクワ大会論文募集要領 

（Call For Paper） 

2013年 2月 

2014年 6月 15日（日）から 19日（木）、モスクワ（ロシア）で開催される第 21回世界石油会議における

フォーラムペーパー（4 ブロック、25 セッション：資料 3 参照）の論文募集が開始されました。日本国内委員

会としては、前回ドーハ大会以上にモスクワ大会へも積極的な協力・支援を行う所存であり、そのために多

くの論文の応募をお願いしたいと考えております。 

世界石油会議が示した、論文応募の概要を下記に示しますので、ご一読の上ご検討いただきますようお

願い申し上げます。 

 

論文応募者は、約 300ワードの未公開かつオリジナルな論文（要旨）をオンラインの ”Abstract System” 

を通して提出します。論文募集に当たって WPC が示した予定、留意点等を以下に記載しますのでご注意

下さい。 

（１） 論文（要旨）の提出対象区分：口頭発表あるいはポスター、またはその双方。 

（２） 提出方法：オンラインシステムにより提出。

http://www.21wpc.com/index.php/the-congress/call-for-papers 

（３） 論文（要旨）提出期限：2013年 9月 17日（火）。 

（４） 論文（要旨）の字数：300ワード以内。論文の概要と結論を含むこと。 

（５） 選定結果の通知：口頭発表かポスター発表のどちらかで採用された論文（要旨）は、2014 年 1 月末ま

でに通知 

（６） 選定後の予定 

・口頭発表で採用された場合、最終論文の作成及びプレゼンテーションを補足するパワーポイント資料の

作成が必要となり、最終論文（約 5000語）は 2014年 3月 31日までに提出しなければならない。遅れた

場合は、大会プログラムから削除され、発表の権利も取り消される。 

・ポスター及び関連のパワーポイント資料の提出は 2014年 4月 30日までに提出しなければならない。遅

れた場合は、大会プログラムから削除され、発表の権利も取り消される。 

・ポスターセッションは、展示会場内のポスタープラザにおいてパワーポイント資料で発表する。ポスターの

発表日程は後日連絡される。 

・論文、スライド及びポスターの準備に係る詳細要領は、それぞれ著者に送付される。 

（７） その他留意事項 

・所属機関の承認を得ていること。 

・アブストラクト（要旨）を提出する場合、著作権放棄の受諾が必要。 

・商業主義の排除：タイトル、本文、スライドに記載された商号・企業名・用語が、企業の宣伝を目的にして

いると思われるものは選定されない。 

・論文及びポスターの著者が 2014 年 4 月 15 日以前に登録する場合、登録料の割引が適用される。ただ

し、旅費、宿泊費等は個人負担である。 

以上 


